
●６月 23日（火）   晴 から 薄曇  移動（稚内～野寒布岬～宗谷岬～猿払） 

○風邪が治らないので遠出を避けて猿払まで移動した。 

 

・朝 4 時半に目が覚めて外を覗いたら雨は止んでいるようだ。気温は 11℃、寒いというより冷たいという

感じだ。風邪は小康状態で喉はまだ痛い。寒くて外へ出られないので車内で朝食を済ませた。 

・気温は低くて寒いが天気は悪くないので、道の駅および稚内港あたりを散策してみた。 

 汽笛を鳴らして稚内港からフェリーが出て行った。利尻・礼文へ行くのだろう。 

 

・9 時に稚内駅のサービスコーナーがオープンしたのでパソコンを持って出かけた。暖かい構内のパソコン

コーナーでメールや写真の整理などをしていたら 11 時になってしまった。天気も良さそうなのでそろそろ

移動を開始するか。 今日は猿払に泊まろうか。ここからすぐ近くだからのんびりだ。 

 

・風邪で一日停滞した道の駅「わっかない」を出てまず すぐ近くのノシャップ岬へ行った。 

・岬に着いた時は大型バスの観光客でいっぱいだったが、バスが出た後は殆ど人がいなくなり急に寂しく  

なった。お土産屋さんは開いているが 2Fのレストランは休業で開いていない。 

 

稚内港広場と北海道遺産「防波堤ドーム」 

稚内駅前 北の終点・稚内駅 利尻・礼文フェリー 

人もまばらなノシャップ岬 



・天気はすっかり回復し、利尻島が目の前に見える。

ここは以前にも来たことがあるが、こんなに利尻島

がはっきり見えたかな？ 

 

 

 

 

・「市立寒流水族館」なるものがあるので入ってみた。

予想通り何もない貧弱な水族館だったが若い館員が

一生懸命やっているのが良い。 入場料 500円、 

30分もかからずに出口。もちろん客は私一人。 

 

・ノシャップ公園（パークゴルフ場）へ行って芝生

に腰をおろしゴルフのプレイを見ながら昼食。 

けっこう大勢の人がプレイしている。食後は日差し

が暖かい芝生の上で大の字になり青空を眺めながら

おやすみ。ひばりが天高く舞ってさえずっている。 

 

・身体も大分温まったので宗谷岬に向けて出発した。 

左手に海を見ながらの海岸線は車がほとんど走っていな

い快適なドライブだ。 

 

 

・岬の手前右手に「宗谷公園」というのがあったの

で寄ってみた。宗谷厳島神社と宗谷護国寺跡がある

だけのちょっとした広場。 

神社にお参りして先を急ぐ。 

利尻島が良く見える 

市立寒流水族館 

宗谷厳島神社 

 



 

 

 

 

・右手に「宗谷展望の丘」という標識があったので、

右折して丘をめざした。起伏のある草原の丘が広が

り黒毛和牛が放牧されている。 

気持ちの良い丘の上を走ってゆくと、道は一気に 

下って宗谷岬に出た。 

 

 

 

 

 

 

・岬の上の丘に公園があり、風車レストランや展望台

や戦没者の慰霊碑などがある。国道は下を通っている

ので知らないと通り過ぎてしまう。 

以前来た時はこんな公園、気が付かなかったな。 

 

 

 

 

・「宗谷の岬」の歌碑の前で歌を聞き、日本最北端の地 

「宗谷岬」を写真に収めて猿払へと向かった。 

 

 

 

和牛だけじゃない、エゾシカも群れている 眼下に宗谷岬 

戦没者の慰霊碑 

「宗谷の岬」の歌碑 



 

 

 

・国道 238号線をのんびりと南下し 3時過ぎに

猿払公園に到着した。 

ここは 10年前にも泊まったが、殺風景で寂しい

感じはほとんど変わっていない。 

夏シーズンに備えて工事中なのか、ホテルも  

レストランも温泉施設も鉄骨で囲まれているし、

あたりには人が誰もいない。 

まるで廃墟にいるようだ。でもちゃんと営業していた。 

 

風呂へ入りたいが風邪がおもわしくないので今日は我慢しよう。 

レストランを覗いてみたが誰もいなくて寂しいし旨そうなメニュウも無い。 

まえ来た時はもう少し活気があったようだが、今日は何と寂しい事か。 

天気は曇ってきてうす暗く、気温は 10℃とメチャ寒いし、風邪気味で熱もあるのが寂しさに一層 

拍車をかけている。 

 

猿払と云えば「ホタテ貝」。まえ来た時は  

レストランがホタテ料理で賑わっていた

が・・・。 

 

売店で「ホタテめし」なるものを購入し、 

早々と夕食を済ませ 6時前には布団に 

潜り込んだ。 

 

とにかく風邪を治さないと！ 

  

 

 

 

ここも閑散としている「宗谷岬」 

とにかく寂しい道の駅「さるふつ」 


